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あ
な
たの
〝声〟
が
ビ
タミ
ン
で
す

広
聴
ハ
ガ
キ・
区
政
モ
ニ
タ
ー
広聴制度

区
で
は
、開
か
れ
た
区
政
を
推
進
す
3
た
M
、

広
聴
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。広
聴
制
度
は
、

区
民
哂
皆
さ
ん
叭
意
見
を
区
政
に
反
映
さ
せ
3

た
M
叭
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
に
は
、
世
論
調
査

や
広
麗
ハ
ガ
キ
、
区
政
モ
こ
り
I
、
区
政
を
晒

り
合
う
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た

哂
貴
重
な
意
見
を
、「
区
民
叭
声
」
と
し
て
お
届

け
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
と
区
を
結
ぶ

広
聴
ハ
ガ
キ

区
民
の
皆
さ
ん
と
区
を
。1

枚
の
広
聴
(
ガ
キ
が
結
ん
で
い

ま
す
。
区
政
へ
の
意
見
、
提
言

等
を
記
入
し
て
、
お
近
ぐ
の
ポ

ス
ト
へ
ど
う
ぞ
。
郵
送
料
は
無

料
で
す
。
電
話
、
文
書
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

回
答
が
必
要
な
も
の
は
、
担

当
課
か
ら
直
接
区
民
の
皆
さ
ん

へ
お
答
え
し
ま
す
。

広
聴
(
ガ
キ
は
、本
庁
舎
♀

住
)
、中
央
本
町
庁
舎
の
受
付

、

区
民
事
務
所
な
ど
区
の
施
設
の

窓
口
、
駅
の
広
報
ス
タ
ン
ド
に

あ
り
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い

。

「区
民
の
声
を
」有
効
活
用

区

民
の
声

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

世
論
調
査
や
広
聴
(
ガ
キ
等

で
寄
せ
ら
れ
た
。声
　を
、
よ
り

区
政
に
有
効
に
活
用
す
る
た

め

、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
便
つ
て
蓄
積

し

、分
析
す
る
「
区

民
の
声
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

」
を
平
成
4

年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た

。

4
月
か
ら
7

月

ま
で
の
広
聴
(

ガ

キ
に
よ

る
「
区
民

の
声
」で

、内
容
別

に
見
て
多
い
も
の

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に

進
め
て
欲
し
い
等
の
「
滴
掃
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
に
関
す
る
も
の

で
す
。

ま
た
、「
公
園
」に
関
す
る
要

望
や
放
置
自
転
車
問
題
な
ど
、

「
生
活
環
境
」
に
関
わ
る
要
望

も
目
立
っ
て
お
り
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
関
心
の
強
さ
が
現
わ
れ

て
い
ま
す
。

一
方
、
職
貝
の
窓
口
対
応
へ

の
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
声
が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

「
区
民
の
声
」
は
、
内
容
に

よ
っ
て
担
当
す
る
課
に
照
会
・

伝
達
し
、
で
睿
9
か
ぎ
り
き
め

細
か
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
要
望
が
実
現
し

た
も
の
も
多
く
あ
り
欒
す
。
そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ホ
す
。

私
た
ち
の
住
む
団
地
に

は
、
区
立
公
園
が
あ
り
ま

す
。
花
見
を
地
元
で
住
民

が
楽
し
め
Q
ぶ
つ
に
、
ぜ

ひ
桜
の
木
を
植
え
て
く
だ

さ
い
。
庄
民
を
代
表
し
て

要
望
し
毒
f
y。

桜
は
、
区
の
木
で
も
あ
り
、

花
見
も
楽
し
め
る
樹
木
で
す
。

害
虫
な
ど
の
諸
問
題
も
あ
り
ま

す
が
。
公
園
の
立
地
条
件
を
考

え
な
が
ら
、
出
来
る
限
り
地
元

の
要
望
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い

青
汞
す
。
こ
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
堕
栽
に
適
し
た
時
期
に
植

え
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

Λ
公
園
課
▽

区
役
所
か
ら
送
付
さ
れ

る
往
復
(
ガ
キ
(
励
篋
療

証
交
付
申
請
書
)
に
、
年

齢
が
記
入
さ
れ
て
お
り
。

誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
封
一
に
し
て
く
だ
さ

い
。

区
で
は
、ヽ
遍
見
を
ふ
ま
え

て

、
申
請
書
の
様
式
、
記
入
内

容
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討

し
た
結
果
、
往
復
(
ガ
キ
は
使

用
し
ま
す
か
、
年
齢
は
記
入
し

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Λ
高
齢
者
福
祉
課
▽

公 園 に関 す る 要望 も 多 く寄 せ
られてい ます

新
鮮
な
意
見
を

待
っ
て
い
ま
す

区
で
行
っ
て
い
る
広
聴
制
度

は

、
い
ず
れ
も

、
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
が
あ
っ
て
初
め
て

成
り
立
つ
も
の
で
す

。

区
民
の
皆
六
ん

の
新
鮮
な
意

見
が
区
政
を
変
え
奪
T

。
あ
な

た
の
声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ

い

。広
聴
制
度
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は

、
本
庁
舎
(
千
住
)
・

広
報
課
広
聴
相
談
担
当
へ
。

(
3
a
2
T
1
1
1

㈹

平成4 年度
区政 モ ニ タ ー

無
関
心
で
い
ら
れ
な
い

石
原

重
雄
さん

西

新
井

三

丁
目
在
住

仕
事
中
心
の
生
活
か
ら
、
地

域
で
の
付
き
合
い
を
大
切
に
す

る
生
活
へ
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、「
区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」の

こ
と
を
知
り
応
募
し
ま
し
た
。

私
自
身
も
年
齢
を
重
ね
て
き
た

た
め
か
、
や
は
り
高
齢
者
福
祉

の
問
題
に
関
心
が
あ
り
ま
す

が
。
何
で
も
行
政
を
頼
っ
て
は

良
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
啻
と
っ
て
も
、
庄
み
慣
れ
た

と
こ
ろ
で
生
活
し
た
い
で
す
か

ら
、家
族
の
負
担
の
少
な
い
「
在

宅
福
祉
」で
あ
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。
区
政
は
生
活
に
一
番
身

近
な
の
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
区

民
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

区
の
サ
ー
ビ
ス
に
驚
き

二
階
堂
英
子
さん
中
央
本
町

三
丁
目
在
住

出
産
を
機
に
仕
事
を
や
め
、

育
児
に
専
念
し
て
き
ま
し
た

が
、娘
も
I
歳
に
な
り
、「
何
か

や
っ
て
み
た
い
な
」
と
考
え
は

じ
め
て
い
た
私
に
、こ
の
「
区

政
モ
ニ
タ
ー
」
の
役
創
は
、
ぴ

つ
た
り
で
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
、
広
報

紙
や
便
利
帳
を
よ
く
読
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。
区
で
こ
れ

ほ
ど
い
ろ
い
る
な
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
る
と
は
驚
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
サ

ー
ビ
ス
で
す
か

ら
、
た
と
え
ば
6
5

歳
に
な
っ
た

ら
、
高
齢
者
向

け
の
情
報
を
郵
送
し
て
く
れ

た
り
し
た
ら
。
助
か
り
ま
す
よ

ね
。

区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
　

区
民
の
方
5
0人
を
一
般

公
募
し
、
1
年
間
、
区
政

全
般
へ
の
要
望
・
意
見
を

ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ
ニ
タ
ー

会
議
な
ど
を
通
じ
て
い
た

だ
い
て
い
零
す
。
平
成
4

年
度
は
、「
健
康
」「
地
域

福
祉
」
な
ど
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

あなたの考える

街 の迷惑
募 集 中

朝
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

は
、
と
て
も
清
々
し
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
足
元
に
犬

の
フ
ン
が
あ
っ
た
り
し
た

ら
、
気
分
は
台
無
し
。
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
が
も
う
少
し
良

か
っ
た
ら
・…

歩
道
を
ふ
さ
ぐ
放
置
自
転

車
。こ
れ
も
街
の
迷
惑
で
す
。

平
成
5
年
1
月
1
日
発
行

の
『
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ

レ
ス
』で
は
、
こ
の
峇
つ
な

街
の
迷
惑
な
も
の
を
特
集
し

ま
す
。
あ
な
た
の
考
え
る
街

の
迷
惑
と
、
そ
の
改
善
方
法

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
、「
迷
惑
な
も
の
と
そ
の

改
善
方
法
」
を
明
記

応
募
期
限
H

月
5
日
消
印

有
効

※
5
募
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
抽
選
で
記
念
品
を
差
し

上
げ
奪
T
。

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
庄
)
・
広
報
課

〒
1
2
0
　

千
住
1
-
4
-
1
8

　

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

あなたの〝温かい手〟を求めています

「
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
」

の
宅
配
協
力
員
募
集

あ
い
あ
い
公
社
で
は
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
、
千
住
地
域
に
居
庄
す
る

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
1
0月
か
ら
宅
配
昼

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

公
社
で
は
、こ
の
昼
食
を
配
達
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
事
歹
。

宅
配
日

毎
週
月
曜
日
卜
金
曜
日

配
達
時
間

午
前
1
1時
～
午
後
1
2時
3
0分

謝
礼

宅
配
日
数
と
宅
配
食
数
で
支
払
い

申
込
方
法

電
話

※
あ
い
あ
い
ラ
ン
チ
は
、
一
食
5
5
0
円
で
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

あ
い
あ
い
公
社

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

10 月25 日 号 主な内容
あだち国際まちづくりフォーラム・足立区国際
野外彫刻展・女性フェスティバル ほか ( 2) 面

みんなの健康 ( 3) 面

あだち～21世紀へ向けて～

財a 自 含 ( 4) ( 5) 面
情報コーナー ( 6) ( 7) 面

郷土博物館企画震区民体育大会 ほか ( 8) 面

葺
立
ち

こ
の
1
0月
、
足
立
区
は
区

制
6
0周
年
を
9
凡
ま
し
た
。

昭
和
7
年
、
東
京
府
南
足
立

郡
の
I
町
7
村
が
足
立
区
と

な
り
東
京
市
3
5区
の
一
つ
と

な
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
人

口
は
1
4万
人
。千
住
糞
隊
い

て
ほ
と
ん
ど
が
農
村
地
帯
で

し
た
。
や
が
て
戦
争
、
戦
後

の
経
済
発
展
を
経
て

、
現
在

人
口
6
4万
人
を
擁
す
る
全
国

で
も
1
6番
目
の
都
市
に
成
長

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
人

口
膨
張
に
追
わ
れ
、
都
市
基

盤
の
整
備
に
力
奮
(
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
真
の

意
味
で
の
釁
か
な
都
市
づ
く

ひ
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
嫐
T
。

ま
た
、
こ
の
た
び
、
鹿
沼

市
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ぴ

ま
し
た
。
鹿
沼
市
は
、
豊
か

な
自
然
と
古
い
文
化
と
伝
統

に
育
ま
れ
、
近
代
的
な
工
場

も
立
地
し
た
ま
ち
。
私
は
半

日
の
滞
在
で
し
た
が
、
郷
土

文
化
を
大
切
に
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
懦
熱
に
接
し
、
足

立
区
を
み
つ
め
直
す
よ
い
き

っ
か
け
と
な
り
声

」)だ
。

ま
ち
づ
く
ひ
を
進
め
る
う

え
で
、
先
人
達
が
築
い
て
き

た
歴
史
を
縦
軸
と
す
る
な
ら

ば
、
同
時
代
を
歩
む
友
好
都

市
と
の
交
流
は
、
幅
広
い
視

野
を
も
た
ら
す
横
岫
で
あ

り
、
多
様
な
交
流
を
と
お
し

て
、
お
互
い
の
ま
ち
の
魅
力

が
増
す
ぶ
つ
努
力
し
て
ま
い
n

た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
　

古

性

直
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あ
だ
ち
国
際
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

1
1月
2
2
・
2
3
日

日
程
▽
1
1
月
2
2
日
、
午
後
1
　

時
～
4
時
・
・
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　

セ
レ
モ
ニ
ー
・
各
イ
ベ
ン
ト
　

▽
H
月
2
3
日
、
午
前
1
0
時
～
　

午
後
3

時
3
0分

場
所

柬
綾
瀬
中
学
校
体
育
館

発
表
イ
ベ
ン
ト

各
種
表
彰
、

ま
ち
づ
く
り
パ
ネ
ル
展
示
等

遊
び
の
イ
ベ
ン
ト

喫
擬
店
、

企
業
コ
ー
ナ
ー
等

ふ
れ
あ
い
の
イ
ベ
ン
ト

伝
統

芸
能
、
吹
奏
楽
等

そ
の
他
、
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ

な
ど
、
盛
り
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
H
月
2
3
　

日
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時

パ
ネ
リ
ス
ト

戸
沼
幸
市
氏

(叭
稲
田
大
学
教
授
)
、
リ
チ

ャ
ー
ド

ーベ
ン
ダ
ー
氏
(
都

市
計
画
家
)
。ガ
エ
ー
ア
ウ
レ

ン
テ
ィ
氏
(
建
築
家
)
、
ピ
ー

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
(
造

園
家
)
、ビ
ヴ
ァ
リ
ー
・
ペ
ツ

(
I
氏
(
彫
刻
家
)
、ラ
ン
ド

ル
フ
・
T
・
ヘ
ス
タ
ー
氏

(ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
)

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
は
。
登

録
制
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
庄
)
　

・
ま
ち
づ
く
り
課

(
3
8
8
2
丁
I
I
I

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
7
)

先
に
述
べ
た
解
放
令
の
矛

盾
と
壬
申
戸
籍
に
よ
る
新
し

い
身
分
差
別
は
、
新
た
な
形

で
部
落
差
別
を
残
す
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

壬
申
戸
籍
以
降
の
市
町
村

戸
籍
で
も
様
々
な
形
で
賎
称

の
記
載
が
残
り
ま
し
た
。
内

務
省
が
、
全
国
の
戸
籍
か
ら

賎
称
を
抹
消
す
る
よ
う
に
通

達
し
た
の
は
、
は
る
か
後
の

大
正
1
5年
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、し
ば
ら
く
後
に
、

自
ら
の
努
力
で
同
和
地
区
を

改
善
し
よ
う
と
す
る
自
主
的

な
運
動
が
、
同
和
地
区
の
人

々
の
間
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と

は
注
目
さ
れ
ま
す
。

明
治
政
府
は
、
薩
摩
や
長

州
な
ど
の
藩
閥
を
中
心
と
し

た
中
央
集
権
的
な
専
制
政
治

で
、
そ
の
政
策
は
、
富
国
強

兵
、
殖
産
興
業
が
中
心
で
し

た
。こ

の
た
め
、
政
府
と
結
び

つ
い
た
少
数
の
商
人
だ
け
が

利
益
を
ひ
と
り
占
め
す
る
弊

害
が
生
じ
た
の
で
す
。
こ
れ

に
反
対
す
る
民
間
資
本
家
や

政
治
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

ら
れ
な
い
地
主
。
多
数
の
中

小
農
民
な
ど
が
政
治
の
在
り

方
に
強
く
注
目
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

や
が
て
、
こ
う
し
た
政
治

に
不
満
を
持
つ
人
々
は
、「
憲

法
を
制
定
せ
よ
」、「
国
会
を

開
設
せ
よ
」
と
い
っ
た
要
求

を
す
す
め
て
い
く
運
動
を
起

こ
し
ま
し
た
。こ
れ
が
、
自

由
民
権
運
動
で
す
。

11月22日～29日

足立区国際
野外彫刻展

区
制
6
0周
年
を
記
念
し
て
例

年
の
彫
刻
展
に
海
外
の
著
名
彫

刻
家
を
特
別
招
待
し
、「
足
立
区

国
際
野
外
彫
刻
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

「
足
皀
区
彫
刻
の
ま
ち
委
貝

今

で
は
咋
年
、
国
際
的
に
著

名
な
現
代
彫
刻
家
4
0余
人
の
中

か
ら
6
人
の
特
別
招
待
作
家
を

選
び
、
彫
刻
の
製
作
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
作
家
の

作
品
を
始
め
、昨
年
行
っ
た
「
野

外
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞

作
品
や
「
竹
の
塚
彫
刻
の
道
」

に
設
置
す
る
彫
刻
な
ど
計
1
6体

の
野
外
彫
刻
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま

す
。

特
別
招
待
作
家

ク
レ
メ
ン
ト

ー
ミ
ー
ド
モ
ア
氏
、
ウ
ル
リ

ッ
ヒ
・
リ
ュ
ッ
ク
リ
ー
ム

氏
、
福
岡
道
雄
氏
、
ビ
ヴ
ァ

リ
ー
・
ペ
ッ
パ
ー
氏
、
ル
ウ

ーラ
ン
バ
ー
ト
氏
、
ベ
ル
ナ

ー
ル

ー
ブ
ネ
氏

日
時
H
月
2
2
日
1
2
9
日
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

柬
綾
瀬
公
園

綾
瀬
3
　
-
1
0
(

入
場
無
料
)

問
合
せ
先
(

財
)
ま
ち
づ
く
り

公
社
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン
室

(
3
8
7
0
)
3
7
3
0

足立区国際野外彫刻展 会場( イメージ図)

クレメント・ミードモア
( アメ リ カ)

ウルリツ匕・リュツクリーム( ドイツ)

ベルナーJし・ブ ネ
(フランス)

ルウ・ランバート
(オーストラリア)

福岡道雄( 日本)

ビヴァリー・ペ ッパー
(アメリカ)

首
都
高
速
6
号
向

島
線
終
日
通
行
止

堀
切
-
両
国
間

1
1月
1
4
日
～
1
9
日

問
合
せ
先

首
都
高
速
道
路
公

団

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
(
1
3
7
)
8
4
6
　

中
央
本
町
庁
舎
・
土
木
部
計

画
調
整
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

自
動
車
使
用
の

抑
制
に
ご
協
力
を

私
た
ち
の
吸
っ
て
い
る
空
気

は
、
一
時
に
比
べ
て
良
く
な
っ

た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
き
れ
い

な
空
気
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
大
気
の
よ
ど
む
冬

に
は
、
空
気
の
汚
れ
る
日
が
大

変
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
東
京
都
は
、H
月
か

ら
平
成
5
年
1
月
ま
で
の
期
間

を
中
心
に
、
窒
素
酸
化
物
に
よ

る
大
気
汚
染
の
お
も
な
原
因
で

あ
る
、
自
動
車
の
交
通
量
を
減

ら
す
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

と
く
に
毎
週
水
曜
日
に
は
、

こ
の
期
間
を
通
し
て
、
特
別
区

お
よ
び
周
辺
5
県
市
に
お
い
て

マ
イ
カ
ー
を
使
わ
ず
、
事
業
用

自
動
車
の
使
用
を
控
え
、
電
車

や
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
を
皆

さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

区
で
も
、
庁
舎
間
旁
汪
復
す

る
シ
ャ
ト
ル
便
な
ど
、
区
民
の

皆
さ
ん
が
直
接
利
用
す
る
車
を

除
い
て
、
期
間
中
2
0
%以
上
を

目
標
と
し
て
庁
有
車
の
使
用
を

自
粛
し
、
排
出
ガ
ス
の
低
減
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
雅一力
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
で
は
、
こ
の
水
曜
日
対
策

の
実
施
に
あ
わ
せ
、「
犯
季
節
大

気
汚
染
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

日
程
m

一月
2
8・
2
9日

場
所

都
庁
・
都
民
広
場

内
容

電
気
自
動
車
バ
レ
ー
　

ド
、
早
見
優
コ
ン
サ
ー
ト
な
　

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
　

く
わ
し
く
は
、
都
・
大
気
保

全
部
計
画
調
整
課
へ
。

(
5
3
8
8
)
3
4
7
4

A
環
境
課
Y

第
4
回
足
立
区
野
外

彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
彫
刻
と

出
会
え
た
ら
…
。
区
と
ま
ち
づ

く
り
公
社
は
、
ま
ち
か
ど
や
公

園
な
ど
に
芸
術
性
の
高
い
彫
刻

を
設
置
し
、
心
ふ
れ
あ
う
潤
い

の
あ
る
ま
ち
、「
彫
刻
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

彫
刻
の
設
置
は
、
ま
ち
づ
く

り
運
動
の
一
つ
で
も
あ
り
、
設

置
し
た
彫
刻
が
ま
ち
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
地
域
の
人
々
に
愛
さ

れ
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
地
域
ご

と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
6
点
の
彫
刻
を

選
定
し
、
来
年
度
各
地
区
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。

応
募
方
法

設
置
場
所
と
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て
、
作
品
模
型

と
パ
ー
ス
(
完
成
予
想
図
)
　

を
作
成
し
、
来
年
2
月
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の

う
え
入
拱
作
品
は
、
ま
ち
づ

く
り
公
社
が
買
い
取
り
区
内

に
設
置
し
ま
す
。
応
募
希
望

の
方
は
、
1
7
5円切
手
同
封
の

う
え
1
1月
末
日
ま
で
に
資
料

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い

資
料
請
求
・
問
合
せ
先

足
立

区
野
外
彫
刻
展
事
務
局
(
ま

ち
づ
く
り
公
社
都
市
景
観
デ

ザ
イ
ン
室
)
〒
1
2
0
千
住
1
-
　
4
-
1
8

(
3
8
7
0
)
3
7
3
0

あなたの相談室
問合せ先 足立区役所本庁舎( 干住) 1 階区民相談室
所 在 地 干住1- 4- 18 　3882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お気軽にこ利用ください( 無料・穡密濺守)

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
'
9
2あ
だ
ち

日
時
▽
H
月
7
日
、
午
後
1
2
　

時
3
0
分～
7
時
▽
H
月
8
　

日
、
午
前
1
0
時～
午
後
5
時
　

3
0分

テ
ー
マ
2
1
世
紀
の
光
と
風
の

中
へ
「
く
ら
し
の
中
か
ら
地

球
環
境
を
考
え
よ
う
」

内
容

左
表
の
と
お
り

場
所
・
問
合
せ
先

女
性
総

合
セ
ン
タ
ー
(
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア
内
)

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

女性フェスティバル' 92あだち
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保
健
ガ
イ
ド

「健康づくりは地域から」

住区健康
フェスティバル

「
健
康
」
は
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
お
く
る
た
め
の
基
本

的
な
条
件
で
す
。

人
生
8
0年
時
代
を
迎
え
、
一

人
ひ
と
り
が
健
康
を
意
識
し
日

々
の
生
活
の
中
で
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
住
区
セ
ン
タ
ー
と

保
健
所
・
保
健
相
談
所
が
協
力

し
て
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
閧
催
し

ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
ら
の
健
康
状

態
、
生
活
習
慣
、
生
活
環
境
な

ど
を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

日
程
・
場
所
・
内
容

表
1
の

と
お
り

費
用

無
料

参
加
方
法

当
日
直
接
各
会
場

へ

問
合
せ
先

各
庄
区
セ
ン
タ

ー
、各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

表1 住区健康フェスティバルの日程( 11 月・12月開催分)

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

(す
み
れ
会
)
講
演
会

リ
ウ
マ
チ
は
激
し
い
痛
み
を

伴
う
慢
性
の
祠
気
で
す
。「
す
み

れ
会

」
は

、
年
に
数
回
集
ま
っ

て
倩
報
交
換
を
し
合
い

、
励
ま

し
合
う
患
者
の
会
で
す

。
今
回

は

、
リ
ウ
マ
チ
と
阨
桃
(

へ
ん

と
う
)
の
関
連
性
に
つ
い
て
の

お
話
し
を
計
画
し
ま
し
た

。
ぜ

ひ
聞
き
に
果
て
く
だ
さ
い
。

日
時
H
月
1
0
日
(
火
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

講
師

周

明
仁
氏
(
東
大
柯

院
医
師
)

賛
用
2
0
0円
(
茶
菓
子
代
)

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

精
神
保
健
講
演
会

ス
ト
レ
ス
と
う
つ

自
分
ら
し
さ
を
取
り

戻
し
た
い
あ
な
た
へ

ス
ト
レ
ス
に
囲
ま
れ
て
生
活

し
て
い
る
私
た
ち
。
仕
事
に
行

く
の
が
つ
ら
い
、
眠
り
が
浅
い

等
ど
こ
か
お
か
し
い
と
思
い
な

が
ら
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
ん
な
方
の
た
め

の
お
話
で
す
。

日
時
H
月
H
日
(
水
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

足
立
保
健
所
(
無
料
)

講
師

奥
山
哲
雄
氏
(
竹
の
塚

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

定
員
7
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
・
保
健
婦

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

保健所セミナー

自分らしさの発見

今から築く自分の老後

2
1世
紀
ま
で
あ
と
8
年
。4

人
に
1
人
が
高
齢
者
と
い
う
時

代
が
や
っ
て
き
ま
す
。
人
生
8
0

年
を
明
る
く
健
康
に
過
ご
す
た

め
に
、
今
か
ら
、
自
分
の
老
後

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

表
2
の
と
お
り

対
象

区
内
在
僅
・
在
動
の
方

定
員
5
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表2 保健所セミナー日程

障害児歯科診療

在宅寝たきり老
人訪問歯科診療

区
で
は
。
足
立
区
歯
科
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
歯
科

診
原
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満

の
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る

方
で
、
診
療
場
所
ま
で
通
院

可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴

が
必
要
で
す
)

な
お
、
重
度
の
方
の
ご
相

談
も
お
受
け
し
ま
す

診
療
日
時
毎
週
木
・
土
曜
　

日
、午
前
9
時
～
正
午
(
祝
　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
)

診
療
場
所

足
立
区
歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

□
在
宅
寝
た
き
り
老
人
訪
問
歯

科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
股
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で

。
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時

火
～
土
曜
日
(
日

時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
開
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

―

い
ず
れ
も
トト

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
日
時

毎一
週
火
～
土
曜
日

の
午
前
9
時
3
0分
～
正
午
、

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分
(
祝
　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
)

費
用

保
険
診
療

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
歯

科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー
(
足
立
区
歯
科
医
師
会
館

2
階
)
　
(
3
8
8
2
)
3
8
　
8
2
F
A
X
(
3
8
8
2
)

ゴ
キ
ブ
リ
だ
ん
ご

に
ご
注
意
を
!

ゴ
キ
ブ
リ
は
。
た
ま
ね
ぎ

や
じ
ゃ
が
い
も
が
好
物
で

す
。
そ
れ
ら
に
ホ
ウ
酸
を
加

え
て
だ
ん
ご
に
し
た
も
の

が
、
ゴ
キ
ブ
リ
退
治
に
利
用

さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
こ

の
ゴ
キ
ブ
リ
用

だ
ん
ご
、
人
間
に
も
お
い
し

く
見
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
い
、

ホ
ウ
酸
中
毒
と
な
る
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
。

ホ
ウ
酸
は
、
以
前
比
較
的

毒
性
が
少
な
い
も
の
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

消
化
管
障
害
や
皮
ふ
の
発

疹
、
さ
ら
に
中
毒
死
し
た
例

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

誤
っ
て
食
べ
た
と
き
は
。

水
か
牛
乳
を
少
し
飲
み
、
医

師
の
治
療
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
作
る
と
き
も
手

袋
を
す
る
、
使
用
の
際
も
家

族
に
十
分
知
ら
せ
る
な
ど
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
環

境
衛
生

(
3
8
5
5
)

4
1
5
1

千
住
保
健
所
環

境
衛
生

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

本
庁
舎
宇
佐
)
・
防
疫
指

導
係(

3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先・
:
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
9

回
足
立
親
子
ほ
の
ぼ

の

ま

つ

り
1
0

月
2
5

日
(

日
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
2

時

雨
天
抱
付
/
溯
江
第
一

小
学
校
/

運
動
会
、
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
、
太
鼓
、
模
擬
店

等
/

参
加
協
力
バ
ッ
チ
1
5
0円
/

徳
江

　
(
3
8
4
0
)
3
3
5
5

☆
バ
ン
ブ
ー
エ
コ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
H

月
1

日
(
日
)
、
午

後
7
時
開
演
/

北
と
ぴ
あ
つ

つ
じ
ホ
ー
ル
(

王
子
駅
前
)
/

入
場
料
千
円
/

指
揮
・
湊

晋
吾
/
塩
谷

　
(
3
8
5
0
)
6
7
9
1

☆
バ
ザ
ー
(
で
て
こ
い
サ
ー

ク
ル
)
H
月
8
日
(
日
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
雨

天
決
行
/

梅
島
あ
か
し
あ
の

家
(
旧
梅
島
生
活
実
習
所
)
/

日
用
雑
貨
等
、
品
物
の
提
供

を

。
取
り
に
行
き
ま
す
/

中

島

　
(
3
8
8
4
)
2
2
7

☆
シ
ル
バ
ー
ヨ
ー
ガ
ー
日
無

料
体
験
1
0

月
3
0日
(

金
)
、

午
前
1
0
時
/

鹿
浜
セ
ン
タ
ー
/

呼
吸
法
か
ら
瞑
想
(
め
い

そ
う
)
ま
で
/

立
花

　
(
3
8
5
4
)
4
7
3
7

☆
第
1
1
回
足
立
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
H
月
8

日
百
)
、午
前
H
時
～
午
後

3
時
(

雨
天
の
場
合
1
1‥一月
1
5

日
)
/

都
市
農
業
公
園
駐
車

場
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方

式
に
よ
る
家
庭
内
不
用
品
の

再
利
用
/

出
店
者
・
参
加
者

募
集
/

友
本

　
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

☆
中
国
健
康
体
操

「
練
功
十

八
法

」
講
習
会
1
1

月
7
日

～
1
月
3
0
日
の
毎
週
土
曜
日
　

(全
1
2回
)
/
中
川
近
辺
の

集
会
所
等
/
参
加
費
6
千
円
(

卜一
回
分
)
/
一
柳

　
(
3
6
0
5
)
9
3
5
2

☆
第
1
回
ル
ー
マ
ル
シ
ェ
　

(
手
づ
く
り
市
)
H
月
1

日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
/
シ
テ
ヌ
ー
ブ
北
千
住

3
0
(
千
住
曙
町
)
/
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、お
囃
子
(
は

や
し
)
、陶
芸
品
等
の
展
示
等

/
野
原
・
‘
(
3
8
7
9
)
2

☆
医
療
相
談
会
(
東
京
「腎

炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
」を
守

る
会
)
H
月
8
日
(
日
)
、

午
後
1
2
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

/
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ

ザ
6
階
視
聴
覚
室
/
講
師
・

伊
藤
克
己
氏
(
東
京
女
子
医

大
腎
臓
祠
総
合
セ
ン
タ
ー
小

児
科
教
授
)
/
無
料
/
渡
辺

　
(
3
8
8
7
)
5
1
5
7

☆
正
田
慶
子
作
品
展
1
1
月
1
4

日
～
2
3日
、
午
前
H
時
1

午
後
7
時
/
「コ
ム
フ
ォ
ー

レ
」
千
住
中
居
町
2
2
1
H
/

和
・
洋
服
地
を
便
っ
た
カ
ジ

ュ
ア
ル
ー
フ
ォ
ー
マ
ル
ウ
ェ

ア
の
作
品
展
/
無
料
/
正
田

(
3
8
8
1
)
6
4
7
7
　

=
募

集
=

☆
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

毎
月
第
1
・
3
日
曜
日
…
午

後
1
時
1
4
時
3
0分
、
第
4

木
曜
日
…
午
後
6
時
～
9
時
/

五
反
野
近
辺
の
住
区
セ
ン

タ
ー
等
/
お
好
き
な
時
間
に

ど
う
ぞ
/
入
会
金
千
円
、
月

額
千
円
/
藤
田

　
(
3
8
4
9
)
0
4
3
2

☆
お
い
し
ん
ぼ
ク
ーフ
ブ

毎

月
第
3
木
曜
日
、
午
後
6
時

3
0
分
～
9
時
/
青
年
セ
ン
タ

ー
/
料
理
実
習
と
試
食
/
会

費
6
千
円
(
3
ヵ
月
分
)
/

桑
葉
?
5
6
8
2
)
5

7
3
3
(
午
後
8
時
以
降
)

☆
江
北
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時
3
0

分
～
6
時
/
江
北
セ
ン
タ
ー

/
小
学
生
以
上
/
入
会
金
3

予
円
、月
額
3
千
円
/
町
田
　
?

3
8
9
6
)
5
5
9
1
　

(午
後
6
時
以
降
)

☆
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
週
木
曜
日
、午
前
1
0
時
～

H
時
3
0
分
と
午
後
7
時
1
8

時
3
0
分
/
朝
日
信
用
金
庫
千

僅
支
店
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎

/
入
会
金
2
千
円
、―
回
5
0
0

円
/
中
村
　
(
3
8
8
8
)

6
7
2
7
(
午
後
6
時
以
降
)

☆
和
裁
サ
ー
ク
ル
(
も
み
じ

の
会
)
毎
週
月
曜
日
、午

浚
1
時
3
0
分
～
4
時
/
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
3
千
円
/
横
山

(
3
8
8
6
T
5
3
8

☆
書
逎
(
千
寿
会
)

毎
月

第
1
木
曜
日
、
午
後
1
時
～
3

時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/

封
筒
・
(
ガ
キ
の
あ
て
名

書
/
入
会
金
千
円
、
毎
回
千

円
/
平
澤

　
(
3
8
8
9
)
3
9
7
5

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

学
習
会
毎
月
第
1
日
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時
、第
3
土

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/

伊
東
宅
(
綾
瀬
4
～
1
0
～
2
)

/
無
料
/
伊
東

　
(
3
6
2
8
)
9
7
9
2

☆
合
唱
サ
ー
ク
ル
(
ト
イ
ー

ト
イ
ー
ト
イ
)
毎
週
月
曜

日
、午
後
6
時
4
5
分
～
8
時

4
5分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
両

国
国
技
館
で
第
九
を
歌
い
ま

す
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
円
/
沼
田

　
(
3
8
7
9
)
7
5
5
3

☆
ふ
れ
あ
い
ヨ
ー
ガ
ク
ーフ
ブ

毎
週
木
曜
日

、
午
前
1
0
時
～

正
午
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円

、
月
額
千
5
0
0円/

戸
田

・
。(
3
8
4
0
)
6

☆
竹
の
塚
大
極
拳
倶
楽
部

毎
週
水
曜
日
、午
前
1
0
時
～

1
1‥時
3
0
分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ

ー
/
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
2

千
円

、
月
額
2

千
5
0
0円
/

鬼
沢

霓
3
8
9
7
)
4
0

☆
油
絵
(
き
さ
ら
ぎ
会
)

毎
週
火
曜
日
、
午
後
7

時
～
9

時
/
興
本
セ
ン
タ
ー
/
初

心
者
歓
迎
/

入
会
金
千
円
、

月
額
3

千
5
0
0円
/

三
谷

　

(
3
8
8
6
)
3
6
1
4

☆
足
立
太
極
拳
愛
好
会
毎

週
木
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
～

8
時
3
0分
/

東
京
武
道
館
/

入
会
金
3

千
円
、
月
額
3

千
椢
円
/

大
槻

　
(
3
8
4
9
)
5
3
5
4

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
研
究
会

毎
月
第
4
火
曜
日
、午
後
1

時
～
5
時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

/
会
費
9

千
円
(
6
ヵ
月
分
)
/

山
崎

　
(
3
6
0
5
)
7

☆
足
立
中
国
語
学
習
会

毎

週
土
曜
日

、
午
後
6
時
～
8

時
3
0分
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/

初
め
て
の
方
も
ど
う
ぞ
/

入
会
金
2

千
円
、
月
額
3

千

円
/

山
本

　
(
3
8
8
3
)
6
6
0
5

☆
太
極
拳
(
楊
心
会
)
毎

週
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～
H

時
3
0
分
(
中
央
本
町
セ
ン
タ

ー
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
　

(
興
本
セ
ン
タ
ー
)
/

初
心

者
歓
迎
/
入
会
金
3

千
円

、

月
額
3

千
円
/

安
成

　
(
3
8
4
0
)
6
7
4
0
(

午

後
5

時
以
降
)
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「魅力ある暮らしのステ ー ジ
」

づくりをめざして
あだち　21世紀へ向けて 財 政

白 書

現在、区の財政は最気の低迷をはじめとした様々な鰹済状況の変
化や「新基本構想」に基づく21世紀へ向けた足育づくりへの対応な
どにより、転換期を迎えています。そこで、区の財政の現状や課題、
また今後の財政運曾の力向性を明らかにするため、「あだち～21世紀
へ向けて～」と愚して。財政白書をまとめました。前回の白魯( 昭
和60年8 月) を発行してからの、おおよそ7 年間の区の行財政の軌

跡をたどるとともに、財政の見通しを踏まえ、向こう5 年間の財政
計画を示したものです。

予算用語ワンポイントアドバイス

※ 1　 義務的経費… 法令の規
定あるいはその性質上支出
が義爵づけられており、任
意に削減できない経費で、
人件費、扶助費、公債費か
らなっています。
※ 2　 投資的経費… 遭路、公
園、学岐、その他施設建設
に関わる経費で、支出効粟
か長期間にわたり、社会資
本の形成に役立つ経費と言
えます。
※ 3　 形式収支…歳入決算額
から歳出決算額を単純に差
し引いた頷によって表わさ
れます。

※ 4　 実質収支…形式収支か
ら翌年度へ緩り絋すべき尉

源( 繰越明肝費や支払織延
など) を差し引いた額で衷
わされます。

※ 5　 経常収支比率…経常的
経費に充当された一般財源
の経常一般財源総額に対す
る創合で表わされます。こ
の比率か低いほど財政構造
に弾力性かあると言えま
す。
※ 6　 公債費… 地方債( 特別
区債) の元金および利子の
償還等に要する経費です。
また、公債賢に充当さ れた
一般財源の憬準財政規模に
対する創合を公債比率と言
います。

性質別経費の構成比 財政規模の推移

変
化
に
対
応
し
た
足
立

区
で
は

、
昭
和
6
0
年
9
月
に

策
定
し
た

「
足

立
区
行
政
改
革

大
綱
」
に
簒
弓
き
行
財
政
の
健

全
化

、
効
率
化
に
男
め
る
と
と

も
に

、社
会
の

変
化
に
積
極
的

、

弾
力
的
に
対
応
で
き
る
行
財
政

の
体
質
改
魯
に
取
り
岨
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
の
合
聊
化

、
効
率

化
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
財

源
は

、
第
二
次
基
本
計
画
に
基

づ
く

生
活

基
盤
の
整
臠
や

擺

祉

、
教
膏
の
充
実
な
ど
に
重
点

的
に
配
分
し

、
区
の
行
政
水
準

の
大
幅
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
し
た

。

特
に
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

と
し
て

、
区

立
で
初

め
て
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
さ

の
」を
闘
設
し
た
の
を
は
じ
の
、

高
鵬
者
住
宅
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の

砿
充
な
ど
猥
々
な
施
策
の

充

実
を
図
り
ま

し
た
。

生
活
基
馨
整
備
で
は
。
下

水

道
普
及
率
が
昭
和
5
9
年
度
の
2

倍
の
8
2
%
に
遣
し
た
の
を
は
じ

め
、
逎
路
や
公
園
整
爾
。
さ
ら

に
日

幕
里
・
舎
人
線
や
常
盤
新

線
の

建
設
促
進
な
ど
俯
実
に
進

め
て

声
歪

し
た
。

ま

た
、
余
暇
時
代
を
迎
え
、

人
生
8
0
年
を
生
瘴
至
き
と
暮
ら

す
た
め

。
区
は
先
躯
的
に
生
涯

学
習
の

推
進
に
取
り

粗
み
、
国

際
化
や
憐
報
化
の

進
展
に
も
積

極
的
な
対
応
を
行
っ
て
孝
ま
し

た
。

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ・ 高 齢 者 在 宅 サ ー ビ ス セ ン タ ー 「 さ の 」

下水道普及現況図 ( 平 成4 年4 月1 日現 在)

都市計画道路網図 ( 平 成4 年4 月1 日 現 在)

健
全
な
財
政
を
め
ざ
し
て

区
の
財
政
規
獎
は
、
昭
和
5
9

年
度
と
の
比
較
で
平
成
2
年
度

は
歳
入
が
1
・
5
7

倍
、
歳
出

は
1
・
5
3

倍
に
そ
れ
ぞ
れ
拡

大
し
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
一
般
財
源
で
あ

る
特
別
区
税
お
よ
び

特
別
区
交

付
金
の
順

凋
な
伸
び
に
加
え

て
、
利
子
創
交
付
金
の
消
貸
讓

与
税
と
い
っ
た
新
た

な
歳
入
が

伸
ぴ
た
こ
と
も
大
き
な
増
加
の

要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
定

財
源
で

は
、
都
支
出

金
が
大
幅

に
伸
び
ま
し
た
か
、
国
廟
支
出

龠
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
の
性
賢
別
歴
賢

で
は
、
人
倖
費
や
扶
助
費
の
減

少
に
よ
っ
て
、
※
―
義
務
的
経

費
が
構
成
比
で
1
3
・
0
ポ
イ
ン

ト
も
低
下
し
。
財
政
の
弾
力
性

か
壥
し
ま
し
た
。
※
2
役
資
的

経
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平

既
2

年
度
の
構
成
比
は
2
5
・
6

气

金
額
で
も
昭
和
5
9
年
度
の

ほ
ぼ
2

倍
と

な
っ
て
お
り
'
y

範
多
岐
に
わ
た
る
積
匝
的
な
施

設
整
僻
を
反
映
し
て
い
零

す
。

財
政
収
支
は
、
※
3
形
式
収

支
、
※
4

実
賢
収
支
と
も
凧
手

で
良
好
な
状
態

を
維
持
し
て
い

ま
す
。
財
政
構
造
で

は
、
※
5

経
常
収
支
比
率
か
昭
和
5
9年
慶

よ

り
1
5
・
O

ポ
イ
ン

ト
低
下

し
、
平
成
2
年
麗
は
6
4・
9
%

と
大
嗹
に
改
魯
さ
れ
、
ま
た
、

※
6
公
僕
賢
比
率
も
8
%

的
後

で

推
移
し
。
健
全
性
夲
厰
時
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
お
よ
び
老
人
医
命
保

雎
の
特
別
会
計
は
、
高
齢
化
な

ど
を
反
映
し
医
療
費
の
増
加
が

顕
著
で
、
一
般
会
計
の
財
政
負

担
も
増
加
傾
向
に
あ
n
ま
す
。

今
後
、
区
財
政
基
盤
の

安
定

化
と
自
主
性
や
弾
力
性
の
強
化

の
た
め
、
園
憲
支
出
金
の
引
き

締
め
や
超
過
負
担
、
起
債
制
度

等
に
つ
い
て
是
正
や
改
魯
刄
汞

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
李
す
。

ま
た
、
担
税
力
の
繭
化
や
、
引

き
続
き
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
促
進
し
て
い

く
こ

と
な
ど

が
、
区
の
財
政
圃
で
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

財
取
白
書
は
。本
庁
舎
(
千

佳
)
・
情
報
公
闘
課
、
中
央

本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
諜
分

室
で
閲
覧
で
廖
ま
す
。

ま
た
、
く
わ
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
本
庁
耆
(

千
住
)
・
予
算
課
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1

へ
。

2
1
世
紀
へ
は
ば
た
く
足
立

わ
が
国
の
蝿
展
と
社
会
・
経

済
状
況
か
大
き
く
変
化
す
る
な

か
で
、
真
に
豊
か
S

を
爽
感
で

き
る
生
活
懲
現
型
社
会
へ
の
転

換
が
進
ん
で
い
S
チ

。
ま
た
、

心
の
釁
か
き

冨

攅

し
、
よ
り

個
性
的

な
生
き
方
が
求
め

ら

れ
、
価
堕
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
か

進
む
中
で

、
区

民
の
要
望
や
行

政
需
要
も

変

化
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

快
適
で

庄
み

良
い

生
活
環

既

、
交
通
網
の
整
蠏
を
は
じ
め

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
。
高
齢
者

も
含
め
て

全
て
の
区
民
か
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
保
健
・
医
療

・
陥
祉
が
一
休
と
な
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の

艇
供
、
生
蔀
学
習
の
推

進
、墹
况
問
鬮
へ
の
取
り
組
み
、

国
際
化

、
高
度
哂
報
化
へ
の
対

応
も
今
吸
ま
す
ま
す
堕
麌
に
な

っ
て
き
ま
す
。

区
は
、
2
1
世
紀
へ
向
け
た
足

立
区
の
将
来
像
を
「
と
さ
め
き

ゆ
と
り
　

水
辺
の
ま
ち
足
立
」

と
し
た
新

柄
本
叫
恕
を
策
定

し

、
新
た
な
咀

立
づ

く
り
を
鬨

峭
し
ま
し
た
。

長
引
く
景
気
の
吸
迷
に
よ
り

川

政
を
収
り
孜
冫

墹
境
は
大
変

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、こ
の
よ

う
な
時
期
に
こ
そ
、

健
全
性
を
唯
持
と

が
ら
、
よ

り
碵
唖
的
、
弾
刀
的
な

財
政
運

営
に
よ
っ
て
、
区
民
呱
祉
の
向

上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

つ
て
い
く

ご
要
が
あ
り
ま
す
。

X
と
I
こ

は
、
今
殴
も
咀
点

的
な
川
莎
卮

分
、
柵
合
支
援
休

制
の
強
叱
な
ど
に
よ
っ
て
、
よ

り
効
率

的
な

叫
政
迎
営
に
徼

し
、
来
る
べ
き
舟
船
化
社
会
に

多
人
な
眄
川
を
残
さ
ず
、
社
会

の

竃
化
に
弾
力
的
に
対
応
で
き

る
町
政
の
休
質
つ
く
り
に
取
り

机
ん
で
い
そ
ま

す
。Λ

予

算
課
V

「銀河の塔」と葛西用水親水水路

1人当りの区税負担額比較

※ 平成2 年度 決算額を 、平成3 年1 月1 日

現 在の住民 基本台帳 人口で除 した もの

経常収支比率の内訳
特別区税収入の推移

普通建設事業費の内容

スケッチ
あ だ ち

あわ踊りでまちおこし

9
月
1
2日
の
丙

古
千

谷
水
川
神
社
で
あ
わ
踊
り

大
会
が
行
わ
れ
。
お
と
し

よ
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
住
民
ど

う
し
の
ふ
れ
合
い
の
珊
つ

く
n
と

、
ま
5

お
こ
し
の

ひ
と
つ
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
も
大

勢
の
人
が
参
加
、
大
へ
ん

濕
ひ
あ
が
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
歩
く
と

楽
し
い
ね

9
月
1
5
日
、
足
立
区
第
1
2地
区
少
年
団

価
協
議
会
の
主
催
で
、
第
4

回
中
川
地
区

歩
け
歩
け
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の

大
会
は
、
住
民
相
互
の

連
帯
意
識

の
向
上
と
、
体
力
づ
く
a

が
目
的
。

集
台
場
所
の
大
谷
田
小
学
校
に
は
、
ち

び

う
子

か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
芻
ぱ
あ
ち
ゃ

ん
ま
で

捐
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
佐
野
セ
ン
タ
ー
、
鵜
西
用

水
親
水
水
路
、
東
和
親
水
公
園
な
ど
の
ポ

イ
ン
ト
を
回
り
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
な
が

ら
葯
7

鈿
の
道
の
ひ

を
歩
き
ま
す
。

先
頭
グ
ル
ー
プ
で
ゴ

ー
ル
し
た
新
井
み

い
さ
ん
(
中
川
三
丁
目
在
住

、8
2歳
)
は

、
「
階
段
だ
っ
て
普
通
に
上
が
れ
る
の
よ

。

健
康
に
い
い
の
で

毎
年
参
加
し
て
ま
す
」

と
元
気
に
語
っ
て
ぐ
れ
ま
し
た

。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
先
生
た
ち
が

本
木
東
小
・
第
四
中
で
授
業
参
観

日
本
の

素
顔
に
触
れ
交
流
を
図
る
つ
と

、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
か
ら
2
0人
の
先
生
た
ち
が
来
日

。9
月
1
7
日

に
は

、
侵
藁
参
観
の
た
め

、
本
木
柬
小
学
校
と
第
四

中

学
校
を
肪
れ
ま
し
た

。

本
木
柬
小
学
校
で
は

、
社
会
や
書
遭

、
算
取
な
ど

の

授
業
を
見
学
。
小
学
生
た
ち
は

、
や
や
緊
張
鼠
味

で
し
た
か
、
音

桑
忝
7
ほ
歇
と

楽
器
で
歓
迎
、

先
生
た
ち
も
笑

顔
と
手
拍
子
で

答
え
ま
し
た
。

ま
た
、第
四

中
学
校
で
は
、

夜
間
郎
の
授
業

も
参
観
し
ま
し

た
。

ま
が
り
か
ど
　
見
ま
す

待
ち
ま
す
　
止
ま
り
ま
す

高
鵬
者
自

身
が
交
通
安

令
の
棊
人
を

再
昭
識
す
る

と
と
も
に

、

広
く
地
域
の

人
々
に
交
通

安
全
を
呼
び

か
け
る
こ
と

を
目
的
と
し

て

、9
月
2
0

日

、「
高
齢
者

交
通
W
全
パ
レ
ー
ド
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
足
立
区

芒
人
ク
ラ
ブ
瑤
合
会
の
お
と

し
よ
ひ
や
千
住
警
察
薺
交
通

少
甲
団
、
第
1
6中
学
校
お
よ

ぴ
蒲
原
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
略
貝
な
ど
の
皆
さ
ん
約

襭
人
。
区
長
も
参
加
し
て
第
1
6

中
学
校
か
ら
千
爵
小
学
校

ま
で
の
約
1
.
2湎
を
、
交
通
安

令
螺
鈿
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ

ー
を
配
り
な
が
ら
街

頭
パ
レ

ー
ド
し

、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た

。

全員の胸に手作りメダル

宮城小学校運動会

1
0月
4
H

、
宮
城
小
学
校
で

迎
励
会
が
卜
わ
れ
、
一
日
巾
献

岸
が
響
き
渡
り
ま
し
た

。

こ
れ
に
先
立
ち

、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の

年
に
ふ
さ
わ
し
い
夢
の

あ
る
迎
動
会
に
し
よ
う

と
、
お

毋
さ
ん
た
ち
が
紙
粘
土
で
入
貰

メ
ダ
ル
を
暝
り
ま
し
た

。

「
子
供
の
唇
ぷ
顔
か
見
た
い

か
ら
」
と
7
0
人
余
り
の
お
呀
さ

ん
が
参
加

。
王
冠
岑
ほ

じ
め

、

カ
エ
ル
や
ウ
サ
ギ
等
の
動
物

、

人
気
ア
ニ
メ
の

主
人
公
な
ど
を

モ
デ
ル
に

、
か
わ
い
い
メ
ダ
ル

が
出
来
上
が
り
ま
し
た

。

当
日
、
睛
技
黔
蒭
え
た
児
童

全
員
(
5
1
5人)
の

胸
に

、
手
作
り

メ
ダ
ル
が
球
き
ま
し
た

。
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募

集

生
活
援
助
員

シ
ル
バ
ー

ピ
ア
東
綾
瀬

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
東
綾
瀬
」

は
、
区
が
民
間
の
集
合
住
宅
を

借
り
上
げ
て
、
住
宅
に
困
っ
て

い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
に
お
貸
し
す
る
住
宅
で
す
。

区
で
は
、こ
の
『
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
東
綾
瀬
』
に
住
み
込
み
で

高
齢
者
の
這
き
隣
人
　
と
し

て
働
い
て
い
た
だ
く
方
(
生
活

援
助
員
)
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

▽
申
し
込
み

本
人
と
家
族
が
区
内
在
庄
ま

た
は
在
勤
の
方

▽
現
在
住

宅
に
お
困
り
の
方

▽
本
人

と
家
族
が
健
康
な
方

▽
在

宅
し
、
生
活
援
助
員
と
し
て

の
活
動
が
で
き
る
方

▽
お

お
む
ね
4
5歳
以
下
の
方

▽

世
帯
の
所
得
が
基
準
額
(
月

額
1
5万
7
千
円
)
以
上
の
方

住
宅
の
所
在
地
お
よ
び
広
さ
　

東
綾
瀬
2
-
3
-
2
2
(
新
築

2
D
K

約
6
3が

勤
務
内
容

▽
入
居
者
の
安
否

の
確
認
お
よ
び
緊
急
時
の
対

応

▽
緊
急
通
報
装
置
の
受

信

▽
相
談
・
情
報
提
供

▽
関
係
機
関
へ
の
連
絡

住
宅
の
使
用
料
(
予
定
)

月
額

約
1
0万
円
(
た
だ
し
、
減
額

措
置
が
あ
り
ま
す
)

謝
礼

月
額
7
万
5
千
円

入
居
予
定
日

平
成
5
年
1
月

下
旬

募
集
期
間
1
0
月
2
6日
～
1
1
1
1

月

6
日
(
た
だ
し
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
)

受
付
時
間
午
前
9
時
～
午
後
　

5
時

募
集
人
員

―
人
(
―
世
帯
)

申
込
方
法

履
歴
書
1
通
お
よ

び
印
か
ん
持
参
で
直
接
窓
口

へ
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・
高
齢
者
福
祉
係

勤
労
青
少
年
寮

入

寮

者

場
所

勤
労
青
少
年
寮

♀
住

桜
木
2
-
1
5
-
―
-
1
0
1
)

対
象

都
内
中
小
企
業
に
動
務

し
て
い
る
1
5歳
以
上
2
8歳
未

鷓
の
独
身
男
性
で
、
平
均
月

収
が
2
0万
円
以
下
の
方

交
通

北
千
住
駅
か
ら
都
営
・

東
武
バ
ス
、
千
住
桜
木
下
車

徒
歩
2
分

施
設
内
容

個
室
(
H
・
7
ざ

・
談
話
室
・
図
書
室
・
集
会

室
・
浴
室

使
用
料

月
額
6
千
1
0
0円(
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
料
は
別
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
産
業
振
興
課

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

来
年
4
月
入
園

の
保
育
園
児

平
成
5
年
4
月
に
。
保
育
園

に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
1
2
月
1
日
～
1
5
日

受
付
場
所

住
所
地
を
管
轄
す

る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
平
成

4
年
度
分
の
住
民
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
納
税
通
知
書
、

特
別
徴
収
税
額
通
知
霽
ま
た

は
課
税
証
明
琳
)

▽
平
成

3
年
分
所
得
税
が
わ
か
る
も

の
(
平
成
4
年
所
得
税
が
確

定
し
だ
い
、
提
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
)

▽
平
成
4
年

度
固
定
資
産
税
を
証
明
す
る

書
類
(
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
み
)

▽
印
か
ん

※
な
お
、
一
部
の
指
定
園
で
は

産
休
明
け
か
ら
O
歳
児
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

中
の
入
園
に
つ
い
て
の
相
談
お

よ
び
申
請
は
、
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
1
)

表1 福祉事務所一覧区
民
事
務
所
の

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス

封
筒
の
広
告

各
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
住

民
票
の
写
し
等
を
お
渡
し
す
る

際
に
使
用
す
る
、
サ
ー
ビ
ス
封

筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

広
告
の
大
き
さ
I

枠
(
縦
約

4
　×
横
約
8
J
)

※
表
面
に
2
枠
、裏
面
に
4
枠
。

広
告
料

掲
載
1
枠
に
つ
き
。

表
面
2
0万
円
・
裏
面
1
0万
円

作
製
数
4
0
万
枚

掲
載
の
基
準

▽
区
内
商
工
業

の
発
展
を
期
す
る
も
の

▽

政
治
、
宗
教
活
動
、
意
見
広

告
、
個
人
宣
伝
に
か
か
わ
ら

な
い
も
の

▽
公
の
秩
序
、

善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も

の
申
込
期
限
1
0
月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
住
民
記
録
係

(
3
8
8
0
)
5
0
4
5

平
成
5
年
4
月
入
園

区
立
幼
稚
園
児

募
集
す
る
園
表
2
の
と
お
り

受
付
日
時
H
月
2
・
4
日
、午
　

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
区
内
在
住
の
4
歳
児
　
　

(
昭
和
6
3
年
4
月
2
日
～
平
　

成
元
年
4
月
1
日
生
)
、5
歳
　

児
(
昭
和
6
2
年
4
月
2
日
～
　

昭
和
6
3年
4
月
1
日
生
)

受
付
場
所

入
園
希
望
の
各
区

立
幼
稚
園

※
募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
、

各
区
立
幼
稚
園
・
区
民
事
務
所

・
本
庁
舎
宇
住
)
・
学
事
第
二

係
で
1
0月
1
5日
か
ら
配
付
し
ま

す
。
な
お
、
幼
稚
園
で
の
配
付

は
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
3
0

分
(
土
曜
日
は
正
午
)
ま
で
で

す
。

選
考
日

第
1
次
選
考
は
、1
1‥

月
5
日
に
入
園
を
希
望
す
る

園
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)

・
学
事
第
二
係

表2 区立幼稚園

私
立
幼
稚
園
児

受
付
開
始
H
月
1
日
か
ら

対
象
3
・
4
・
5
歳
児
(
昭
　

和
6
2
年
4
月
2
日
～
平
成
2
　

年
4
月
1
日
生
)

※
願
書
は
、1
0月
1
5日
か
ら
各

幼
稚
園
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼

稚
園

公
立
保
育
園

臨
時
職
員

申
込
資
格
1
8
歳
以
上
6
0歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所
区
立
各
保
育
園

勤
務
職
種
・
時
間
お
よ
び
賃
金
　

▽
産
休
・
病
欠
代
替
職
員
・
:
　

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
　

1
5
分
、時
給
8
2
0
円
▽
特
罔
　

保
育
保
母
=
・
午
前
7
時
3
0
分
　

1
9
時
3
0
分
お
よ
び
午
後
4
　

時
～
6
時
(
ど
ち
ら
か
で
も
　

可
)
、
時
給
8
7
0円

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を

登
録
し
、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

連
絡
し
ま
す
。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
保
育
第
一
係

仕
事
と

経

営

物
価
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

1
0月
2
5日
か
ら
H
月
3
0日
に

か
け
て
「
平
成
4
年
全
国
物
価

統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
品
の
販
売

や
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
な
ど
を
調

査
し
、
物
価
対
策
等
の
行
政
施

策
の
基
礎
資
料
を
得
る
国
の
重

要
な
統
計
調
査
で
す
。

卸
売
店
、小
売
店
、サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

調
査
員
が
う
か
が
い
ま
し
た

ら
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

疣
計
派

(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

「
は
か
り
」の
検
査

「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を

表
3

の
と
お
り
行
い
ま
す

。「
は

か
り

」
は
取
り
引
き
や

、
証
明

に
使
う
場
合
、
毎
年
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す

。
お
近
く
の
会
場
で
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

都

、
計
量
検
定
所

検
査
課

　
(
3
4
3
4
)
7
　
2
5
1

、
ま
た
は
消
費
者
セ

ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5

表3 はかりの定期検査日程

※ いずれも午前9時30分～午後3時
会場への問い合わせはご遠慮くださいO

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
日
常

生
活
用
具

区
で
は
、
日
常
生
活
用
具
の

給
付
ま
た
は
貸
し
出
し
を
行
つ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
に

応
じ
て
費
用
の
負
担
が
あ
り
ま

す
。

対
象
6
5
歳
以
上
で
、
長
期
に

わ
た
っ
て
自
宅
に
お
い
て
寝

た
き
り
ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方

品
目
(
1
)
特
殊
寝
台
(
2
)
マ
ッ
　

ド
レ
ス
(
3
)
浴
そ
う
(
4
)
湯
　

沸
器
(
5
)
便
座
(
6
)
エ
ア
ー
　

パ
ッ
ド
(
7
)
電
磁
調
理
器
　
(

8
)
特
殊
尿
器
(
9
)
自
動
消
火
　

装
置
(
1
0
)
火
災
警
報
器
(
1
1
)
　

入
浴
用
担
架
(
1
2
)
体
位
変
換
　

器
(
1
3
)
痴
呆
(
ほ
う
)
性
高
齢
　

者
徘
徊
(
は
い
か
い
)
感
知
器
　
(

1
4
)
車
い
す
(
1
5
)
歩
行
器
(
1
6
)
　

ガ
ス
安
全
シ
ス
テ
ム
(
1
7
)
シ
　

ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
(
1
8
)
難
燃
性
　

寝
具
(
1
9
)
洗
髪
器
(
2
0
)
空
気
　

清
浄
器
(
2
1
)
ベ
ッ
ド
用
テ
ー
　

ブ
ル
(
2
2
)
介
護
用
リ
フ
ト
　
(

2
3
)
移
動
用
バ
ー
(
2
4
)
ト
イ
レ
　

用
簡
易
て
す
り
(
2
5
)
浴
槽
用
　

簡
易
て
す
り
(
2
6
)
歩
行
補
助
　

づ
え

費
用
負
担
基
準

表
4
の
と
お

り
申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所
(
表
I
参
照
)

表4

隹
ま
い

住
居
表
示
板

破
損
ま
た
は

紛
失
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
の
届
け
出
が
済
ん

で
い
る
家
屋
等
で
、
玄
関
や
門

に
取
り
付
け
て
あ
る
「
○
町
O

番
○
号
」
の
住
居
表
示
板
(
緑

色
の
プ
レ
ー
ト
)
を
破
損
ま
た

は
紛
失
さ
れ
た
方
に
は
、
新
し

い
表
示
板
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

家
屋
新
築
さ
れ

た
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
の
整
備
が
す
で
に

済
ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋

等
を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所

を
定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い

と
住
所
が
決
め
ら
れ
な
い
た

め
、
転
入
等
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築

確
認
書
一
式
と
印
か
ん
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
庁
舎
・
住

居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

お
し
ら
せ

と
ん
が
り
ぼ
う

し
カ
ー
ニ
バ
ル

西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

と
ん
が
り
ぼ
う
し
の
屋
根
の

も
と
、
楽
し
く
温
か
い
ま
つ
り

を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
ま

つ
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
H

月
1
5日
(
日
)
、午
前

1
0
時
～
午
後
3
時

場
所

西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
(
谷
在
家
3
1
　
1
3
-
I
)

内
容

バ
ザ
ー
、
音
楽
を
楽

し
む
催
し
な
ど
。
く
わ
し

く
は
、
あ
だ
ち
広
報
H
月

5
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
ま
つ

り
の
際
、
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
(
申
し
込
み

は
1
0月
末
日
ま
で
)
。

問
合
せ
先

西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

東
部
区
民
ホ
ー
ル

利
用
受
付
を
開
始

改
修
工
事
の
た
め
休
館
し

て
い
た
東

部
区
民
ホ

ー
ル

は
、
平
成
5

年
5
月
1

日
か

ら
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す

。
ホ
ー
ル
の
利
用
申

し
込
み
は
、H
月
2
日
(
月
)

か
ら
東
部
区
民
ホ
ー
ル
で
直

接
受
け
付
け
ま
す

。

受
付
時
間
毎
週
月
曜
日
I
　

金
曜
日
、
午
前
8
時
3
0
分
　
～

午
後
5

時

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
区

民
ホ
ー
ル
(
別
館
2

階
事

務
室
)

(
3
6
0
5
)
7
1
8
1

千
住
旭
公
園
・

児
童
遊
園
が
休
園

千
住
旭
公
園
・
児
童
遊
園

は
改
良
工
事
の
た
め
、H
月

上
旬
～
平
成
5
年
1
0
月
下
旬

ま
で
休
園
し
ま
す
。

休
園
中
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
公
園
課

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1
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教

育

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
な
ど

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校

や
、
高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学

す
る
た
め
の
入
学
金
等
で
お
困

り
の
方
に
、
融
資
の
あ
っ
せ
ん

を
し
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
、
ま
た
は
大

学
入
学
資
格
の
得
ら
れ
る
私

立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進

学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る

保
護
者

▽
区
内
に
引
き
続

き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民

税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽

平
成
3
年
中
の
年
収
が
限
度

額
以
下
で
あ
る
こ
と
(
給
与

所
得
者
・
:支
払
い
給
与
の
総

額
が
1
千
万
円
以
下
、
事
業

所
得
者
…
総
所
得
金
額
等
が

8
0
0
万
円
以
下
)

融
賢
金
額
1
0
万
円
以
上
5
0万

円
以
下
(
1
万
円
単
位
、
志

望
校
で
異
な
り
、
限
度
額
が

あ
り
ま
す
)

利
率

年
3
.
0
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て
は
各
中
学
校
で

そ
の
他
の
方
は
担
当
課
窓
口

で
交
付
し
ま
す

申
込
期
間
H

月
2
日
～
平
成

5
年
2
月
2
6日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
学
務
第
二
課
振
興

係

健

康

就
職
・
退
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険

の
手
続
き
を

□
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
な
方

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
た
方
が
、
会
社
等
に

就
職
し
て
、
新
た
に
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
り
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
り
し
た
場

合
。
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

を
レ
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
自
動
的
に
は
切
り
替

わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
や
め

る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
勤
め
先
の
健
康
保
険
証
　

▽
国
民
健
康
保
険
証

▽
届
出
人
の
印
か
ん

。□
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方
、
そ

の
扶
養
家
族
の
方
は
、
国
民
健

瓏
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

た
証
明
書
(
資
格
喪
失
証
明

書
ま
た
は
退
職
証
明
書
、
離

職
票
な
ど
、
や
め
た
月
日
が

確
認
で
き
る
も
の
)

▽
届
出
人
の
住
所
・
氏
名
が

確
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免

許
証
、
公
共
料
金
の
領
収
証

な
ど
。
た
だ
し
、
代
理
人
の

場
合
は
不
要
)

▽
届
出
人
の
印
か
ん

▽
家
族
が
す
で
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

は
、
国
民
健
康
保
険
証

▽
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生

年
金
、共
済
年
金
受
給
者
(
国

民
年
金
黔
薩
く
)
は
、
年
金

証
溥
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知

書
※
届
出
人
が
代
理
人
(
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
以
外
の
方
)
の

場
合
や
、
庄
所
・
氏
名
が
確
認

で
き
な
い
と
き
は
、
保
険
証
は

後
日
郵
送
に
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
課
、
ま
た
は
各
区
民
事
務

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

1
1
月
6
日
～
1
2
日

年

金

週

間

「
年
金
週
間
」
は
、
年
金
制

度
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
で
す
。

ご
自
分
の
「
ね
ん
き
ん
」
に

つ
い
て
、
受
給
資
格
の
有
無
を

含
め
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
先

厚
生
年
金
・
国
民

年
金
に
つ
い
て
は
、
足
立
社

会
保
険
事
務
所

霓
3
6
　
0
4
)
0
1
1
1

、国
民
年
金

に
つ
い
て
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
屎
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
の

追
納
制
度

国
民
年
金
に
は
、
迴
納
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的

事
情
な
ど
で
保
険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
た
期
間
の
あ
る
方
は
、
1
0

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
し
、
昭
和
6
1年
4
月
以

降
の
免
除
期
間
を
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
の
額
に

加
算
が
つ
き
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
は
年
金

額
が
3
分
の
1
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
が
、
追
納
す
る
こ
と
で
年

金
額
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

1
1

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時

い
1
1
‥
月
4
日
(
水
)
、
午
前

m一
時
1

午
後
3

時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2

階
、

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
ご
と
に

、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
官
が
答

え
ま
す

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設

し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

税

金

納
税
は

お
早
め
に

H
月
2
日
は
、
特
別
区
民
税

・
都
民
税
第
3
期
分
の
納
期
限

で
す
。

納
付
は
、
お
近
く
の
金
融
機

関
、
区
役
所
、
区
民
事
務
所
の

各
窓
口
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
高
利
率

の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
差
押
え
等
の
処
分
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
非
常
に

不
利
益
で
す
。

納
税
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
至
急
納
税
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〝ま
つ
り
・
あ
だ
ち
6
0〟

1
0月
1
0
・
1
1
1
1

一
日
に
閧
催
し

た

「
ま
つ
り
・
あ
だ
ち
6
0
」

は

、
延
べ
1
3
6万
人
も
の
皆
さ

ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
成

功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た

。
参
加
さ

れ
た
区
民
の
皆
さ
ん

、
各
団

体
、
企
業
の
方
に
は
ご
協
力

い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
一
部
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
進
行
の
遅
れ
や
内
容
の

変
更
な
ど
が
あ
り
、
ご
来
場

の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
深
く
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

H
月
2
2日
か
ら
は
、
東
綾

瀬
公
園
を
中
心
に
「
国
際
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
/
国

際
野
外
彫
刻
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。A

ま
つ
り
・
あ
だ
ち
6
0
　
　

実
行
委
員
会
V

1 月 分 の 利 用 案内

●伊豆高原あだち荘
●湯河原あ だち 荘
●日光・塩原林間学園
●鹿沼野外レクリエ
ーションセンター

申
込
方
法

表
6
の
公
社
施
設

で
販
売
(
4
0円
)
す
る
所
定

の
申
込
(
ガ
キ
に
、
利
用
施

設
名
・
利
用
希
望
月
日
(
第

3
希
望
ま
で
可
。
休
館
日
は

利
用
で
き
ま
せ

ん
)

等
必
要
事

項
を
記
入
し

、

表
6

の
公
社
施

設
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
(
I

グ

ル
ー
プ
ー
枚
に

限
り
ま
す
)

※
湯
河
原
あ
だ
ち

荘
の
1
2
月
3
1
日
か

ら
の
利
用
申
し
込

み
も
今
回
受
け
付

け
ま
す
。
湯
河
原

あ
だ
ち
荘
の
1
9一
月

3
1日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
の
申

し
込
み
は
I
グ
ル
ー
プ
3
部
屋

ま
で
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
(
ガ
キ

申
し
込
み
は
、
宿
泊
棟
の
み
で

す
。バ

ン
ガ
ロ
ー
、
常
設
テ
ン
ト
、

幕
営
地
は
H
月
～
平
成
5
年
4

月
ま
で
閉
設
と
な
り
ま
す
。
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
H

月
1
日
～
1
0日

必
着

抽
選

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
当
選

・
落
選
を
決
定
。
結
果
を
1
2
　

月
上
旬
に
返
信
(
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

受
付
当
選
者
は
1
2
月
1
日
～

空
き
室
の
利
用
法

▽
抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第

1
0日
ま
で
に
表
6
の
公
社
施

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な

り
ま
す
)

2
金
曜
日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1
」
端
末
機
で
予
約
で
き

ま
す

。
ま
た
、
公
社
の
各
施

設
で

も
直
接
受
け
付
け
し
ま

す
▽
電
話
予
約
は
第
1

金
曜
日
か

ら

、
公
社
の
各
施
設
で
受
け

付
け
し
ま
す

▽
H
月
分
の
空
き
利
用
は
、
表

6
の
各
公
社
施
設
で
受
け
付

け
て
い
ま
す

。
ま
た

、1
2
月

分
は
、
窓
口
:
1
1‥
月
1
3日
か

ら

、
電
話
…
1
1‥月
2
0
日
か

ら
受
け
付
け
ま
す

※
予
約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。
こ

の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン

セ
ル
に
な
り
ま
す
。

※
施
設
利
用
の
申
し
込
み

は

、
利
用
日
の
3

日
前
ま
で

で
き
ま
す
。

表5 各施設の利用案内

表6 公社施設一覧表

掲
示
板

□
高
年
齢
者
職
業
相
談
会
　

(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
で

は
、事
業
主
参
加
に
よ
る
職

業
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
7
日
(
火
)
、午
　

後
1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

動
労
福
祉
会
館

問
合
せ
先

足
立
公
共
n
業

安
定
所

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□
都
立
城
北
養
護
学
校
第
2
3

回
文
化
祭

日
時
1
0
月
3
1日
、H
月
1
　

日
、
午
前
9
時
3
0分
1
午

後
3
時

内
容

劇
、
展
示
、
喫
茶
室

な
ど

場
所
・
問
合
せ
先

都
立
城

北
養
護
学
校

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校
「
技
能
祭
」

日
時
H
月
1
日
(
日
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
3
時

内
容
施
設
公
開
、作
品
展
　

示
即
売
、一
日
工
作
室
他

場
所
・
問
合
せ
先
都
立
足
　

立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
　

(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

□
東
京
都
在
宅
介
護
講
座

日
時
1
1
月
4
日
か
ら
毎
週
　

水
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
　
～

8
時
3
0分
(
全
1
5回
)

場
所

品
川
区
立
総
合
区
民

会
館

対
象

都
内
在
住
の
介
護
技

術
の
習
得
を
希
望
す
る
方

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
期
限
1
0
月
3
0日

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福

祉
法
人

光
照
園

(
3
2
5
6
)
7
8
8
6

□
市
民
法
律
相
談

日
時
1
0
月
3
1日
子
)
、午

後
1
時
～
8
時

場
所

産
業
振
興
館

申
込
期
間
1
0
月
2
9
日
～
3
1
　

日
、午
後
1
時
～
8
時

申
込
方
法
・
申
込
先

電
話

予
約

　
(
3
5
0
8
)
2

問
合
せ
先

由
岐

(
5
5
6
6
)
6
3
7
1

ひったくりにご注意を! ( オートベイなどによるひったくりが多発しています。)≪西新井・綾瀬・千住警察署　
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郷
土
博
物
館
/
企
画
展

炎
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
近
代

文
明
開
化
と
あ
だ
ち
の
煉
瓦

明
治
維
新
の
後
、
煉
瓦
建
築

が
東
京
に
お
い
て
盛
ん
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
煉
瓦
を
製

造
し
て
い
た
の
が
、
煉
瓦
の
運

搬
に
便
利
な
河
川
と
良
質
な
原

料
に
恵
ま
れ
た
足
立
で
し
た
。

博
物
館
で
は
、
道
具
、
図
面
、

浮
世
絵
等
の
資
料
を
用
い
な
が

ら

。あ
だ
ち
の
煉
瓦
″
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

期
間
1
0
月
2
4日
～
1
2月
2
0日

(毎
週
月
曜
日
休
館
、
た
だ

し
、H
月
2
3日
は
開
館
し
、

翌
2
4日
休
館
)

開
館
時
間

午
前
9
時
1
午
後

5
時
(
入
館
は
4
時
3
0分
ま

で
)

入
館
料

▽
大
人
・・・
2
0
0
円

▽

小
・
中
学
生
…
1
0
0円

▽
団

体
(
2
0人
以
上
)
は
半
額

郷
土
芸
能
鑑
賞
会

葛
西
ば
や
し
佐
野
保
存
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
お
囃
子
(
は
や

し
)
の
実
演
で
す
。

日
時
H

月
3
日
(
祝
)
、午
後

1
時
3
0分
と
2
時
3
0分
の
2
　

回
公
演
(
当
日
は
無
料
公
開

日
で
す
)

場
所

郷
土
博
物
館
中
庭

生
涯
学
習
推
進
期
間

(
1
0月
～
1
2月
)
7
0歳

以
上
の
方
入
館
無
料

入
館
の
際
に
受
付
で

、
健
康

保
険
証
等
年
齢
を
薗
認
で
き
る

も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郷
土
博
物
館

大
谷
田
5
2
0
-

―

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

あ だ ちの 煉瓦 で 作 ら れた 阿
出 川家 の 蔵( 宮 城 一丁 目)

≫≫区民体育大会≪≪

第42回
ロードレース大会

日
時
1
2
月
1
3日
百
)
、午
前

8
時
か
ら
受
付
示
雨
決
行
)

集
合
場
所

荒
川
千
位
新
橋
緑

地
(
千
住
五
丁
目
地
先
・
虹

の
広
場
)

コ
ー
ス

千
庄
新
橋
～
江
北
橋

間
(
荒
川
河
川
敷
右
阜
)

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方

参
加
費

二

股
・
壮
年
・
高

校
生
:
7
0
0円

▽
中
学
生
・
:

2
0
0
円

種
目

右
表
の
と
お
り

申
込
方
法

体
育
協
会
の
窓
口

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加

費
を
添
え
て

申
込
期
限
H

月
1
8日

申
込
先

譛
体
育
協
会

(
3
8
8
2
T
1
1
1㈹

問
合
せ
先

第
土
(
中
学
校
・

鈴
木
澄
夫

(
3
8
8
8
)
6
4
3
6

ロ ードレ ース大会種目

※ 壮年の部は41歳以 上の方

情 報 コ ー ナ ー

第42回足立区文化祭( 総合芸能大会)

入場無料です。
ぜひ、ご鑑賞くだ
さい。

日時・場所 上表のとおり
問合せ先 本庁舎( 千佳) ・文化振
興f系 　3882―1111M)

総合芸能大会の日時および場所 11月5日「足立60 景」
エ コ ー は が き 発 売
区制60周年を 記念し て、「足立60

景」をデザインしだ エコーはが
き、、を作成し ました。
11月5 日( 木) から区内および
隣接区の郵便局で発売し ます。年
賀状等にご利用の場合は、料額印
面( 切手欄) の下に赤字で「年賀」
と書き12月25日以降にお出し くだ

さい。
絵柄および発売枚数 「西新井の
風景j … 25万枚、「荒川( 虹の広
場) 」… 25万枚、2 種合計50万枚
売り切れの際はご容赦ください

発売価格1 通36円( 通常の41円
はがきより5 円安) ぺ広報課≫

わくわくス ーパー・ウ ォーク

東京港まで歩こう
日時11 月15日( 日) 、午前8 時 集
合、8 時30分スタ ート予定( 小
雨決行、雨天中止)

集合場所荒川河川敷・虹の広場
コース千住新橋～葛西臨海公園　　
(糸勺20蚰)

申込方法 体育協会で申込用紙に
記入し、参加費 【大人200 円、
子供100円( 小学生以上) 】を添
えて
申込期限11 月9 日
申込・問合せ先( 剛 本育協会

3882一員11㈹

絵 本 づ く り

世界に一つしかない自分だけの
絵本をつくり、コンテストに参加
し まし ょう。
期間10月28日～11月6日( 絵本　
づくり) 、午後1時～4時( 参加　
は1 回でも可)

対象 幼児から大人まで
費用 無料
申込方法 直接会場ヘ
コンテスト11月7日～15日
※ 「あだち広報EXPRESS 」10
月1 日号でお 知ら せし た 日時

は、変更になりました。
場所・申込・問合せ先 中央図書館

3840―4646

ニュースポーツ・ゲーム入門 今 までとはひと
味 ち が い ま す

みんなで楽しめる、新しい スポ
ーツやゲームを紹介し ます。r子ど
も会」やグルーブでとり入れてみ
まし ょう。
日時・場所・内容 右表のとおり
対象 青少年育成活動に携わって
りる16歳以上の方

申 込方法 電話またはハガキに住
所、氏名 、電話番号、所属団体
名、生年月日を明記

申 込期限11 月13日

ニュースポーツ・ゲーム入門日程・内容等

※ いずれも時間は午後7時～9時

申込・問 合せ先 本庁舎( 千住) 　
・少年育成係 〒120 千住1- 　4- 18

　3882 ―l l l l f f t l

干住児童館老人館

千住秋まつり
千住児童館老人館を利用する子

供や大人、おとしよりが、手作り
の品物、ゲーム、食べ物の店を出し
て緑日形式のおまつりをします。
日時11月14日( 土) 、午後2時～　
4 畤

場所 千住児童館老人館前道路、
都営元町団地1 号棟下ピロティ
( mA の場合は館内で 行います)

費用 無料( 買物券は当 日配りま
す)

問合せ先 千住児童館老人館
千住元町34- 1 　3882- 27S

青年 セ ンタ ーの 催 し
□ 連続講座「世界と出会う第5回」　
今、世界はどのように勣いてい

るのか、そして日本はどう勣いて
いるのかについて、最新の情報と
その背景についてお伝えします。
日時11月12日( 木八午後7時～　
9 時

講師 柴田敬三氏( 本の木代表取
膀役)

定員 青年男女40人( 先着順)

申込方法 電話予約
□ 子育て講演会
子供にとって良いおもちゃとは

どんなものなのか、選び方や与え
るポイントを考え ます
日時日月11日( 水) 、午前10M侍～　
正午

定員40 人( 先着順)
申 込方法 当 日直接会場へ
※ お子さんの保育も行い ます。お
問い合わせください。

い ずれも
費用 無料
場所 ・申 込 ・問 合 せ 先 青 年 セン
タ ー 　3Rqn- nn61

全 住区 センタ ー
ゲ ートボ ール大会
地域別の選抜16チームが技を競

います。応援し てください。
日時11月10日( 火) 、午前9時～　
午後3 時( 雨天の場合は11月17　
日に順延)

場所 総合スポーツセンタ ー公園
問合せ先 中央本町庁舎・コミ ュ
ニティキ僅進課 　3880 ―5199

読書週間記念講演会
□ 伊興図書館「今、なにを語りつ
ぐ か」
日時11月8日( 日) 、午後2時～　
3 時3C)分

講師 松谷みよ子氏( 児童文学作
家)
費用 無料
定員170 人( 先着順)
申込方法 電話または直接窓 口
場所・申込・問合せ先 伊興図書館

3857―6537
● 保塚図書館「作家とマルチ人生」
日時11 月8 日( 日) 、午後2 時
講師 志茂田景樹氏( 作家)
費用 無料
定員80 人( 先着順)
申込方法 電話または直接窓口
場所・申込・問合せ先 保塚図書館

3858―1502
RECYCLEPAPER
・森林資源を大切に・

T. N. S. 240, 000


